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◇ 大学評価・学位授与機構が行う大学評価 

 

○大学評価・学位授与機構が行う大学評価について 

 

１ 評価の目的 

 大学評価・学位授与機構（以下「機構」）が行う評価は，

大学及び大学共同利用機関（以下「大学等」）が競争的環

境の中で個性が輝く機関として一層発展するよう，大学

等の教育研究活動等の状況や成果を多面的に評価するこ

とにより，その結果を，①大学等にフィードバックし，

教育研究活動等の改善に役立てるとともに，②社会に公

表することにより，公共的機関としての大学等の教育研

究活動等について，広く国民の理解と支持が得られるよ

う支援・促進していくことを目的としている。 

 

２ 評価の区分 

 機構の行う評価は，今回報告する平成 14 年度着手分

までを試行的実施期間としており，今回は以下の 3 区分

で評価を実施した。 

 (1) 全学テーマ別評価（国際的な連携及び交流活動） 
 (2) 分野別教育評価（人文学系，経済学系，農学系，

総合科学） 
 (3) 分野別研究評価（人文学系，経済学系，農学系，

総合科学） 

 

３ 目的及び目標に即した評価 

 機構の行う評価は，大学等の個性や特色が十二分に発

揮できるよう，教育研究活動等に関して大学等が有する

目的及び目標に即して行うことを基本原則としている。

そのため，目的及び目標が，大学等の設置の趣旨，歴史

や伝統，規模や資源などの人的・物的条件，地理的条件，

将来計画などを考慮して，明確かつ具体的に整理されて

いることを前提とした。 

 
 
○全学テーマ別評価「国際的な連携及び交流活動」

について 
 

１ 評価の対象機関及び内容 

 本テーマでは，大学等が行っている教育研究活動等を

基盤とした国際的な連携や交流活動について，全学的（全

機関的）な方針の下に部局等において行われている活動

を対象とした。 

 対象機関は，設置者から要請のあった全国立大学（97
大学）及び大学共同利用機関（総合地球環境学研究所を

除く 14 機関）並びに公立大学の一部（4 大学）とした。 

 評価は，大学等の現在の活動状況について，過去 5 年

間の状況の分析を通じて，次の 3 つの評価項目により実

施した。 
 

(1) 実施体制 
(2) 活動の内容及び方法 
(3) 活動の実績及び効果 

 
 
 
 
 

２ 評価のプロセス 

(1) 大学等においては，機構の示す要項に基づき自己

評価を行い，自己評価書（根拠となる資料・データ

を含む。）を平成 15 年 7 月末に機構へ提出した。 
(2) 機構においては，専門委員会の下に，専門委員会

委員及び評価員による評価チームを編成し，自己評

価書の書面調査及びヒアリングの結果を踏まえて

評価を行い，その結果を専門委員会で取りまとめ，

大学評価委員会で評価結果を決定した。 
(3) 機構は，評価結果に対する対象大学等の意見の申

立ての手続きを行った後，平成 16 年 3 月の大学評

価委員会において最終的な評価結果を確定した。 

 

３ 本報告書の内容 

 「Ⅰ 対象機関の概要」，「Ⅱ 目的」，「Ⅲ 国際的な

連携及び交流活動に関する目標」，「Ⅳ 対象となる活動

及び目標の分類整理表」及び「特記事項」は，当該大学

等から提出された自己評価書から転載している。 

 
 「Ⅴ 活動の分類ごとの評価結果」は，活動の分類ご

とに，各評価項目での観点ごとの活動の状況・判断を記

述している。「判断」は，目標を達成する上で，「優れて

いる」，「相応である」，「問題がある」の3種類で示して

いる。 
 
 「Ⅵ 評価項目ごとの評価結果」は，評価項目ごとに，

「目的及び目標の達成への貢献の状況」，「目的及び目標

で意図した実績や効果の状況」として，活動の分類ごと

の状況を総合的に判断して，当該評価項目全体の水準を

以下の5種類の「水準を分かりやすく示す記述」を用い

て示している。 

・十分に（貢献して又は挙がって）いる。 

・おおむね（貢献して又は挙がって）いる。 
・相応に（貢献して又は挙がって）いる。 

・ある程度（貢献して又は挙がって）いる。 

・ほとんど（貢献して又は挙がって）いない。 

 なお，これらの水準は，当該大学等の設定した目的及

び目標に対するものであり，大学等間で相対比較するこ

とは意味を持たない。 

また，評価項目ごとに，当該大学等の活動において特

徴あるとみなされる点等を，「特に優れた点及び改善を

要する点等」として記述している。 
 

 「意見の申立て及びその対応」は，評価結果に対する

意見の申立てがあった大学等について，その内容とそれ

への対応を併せて示している。 
 
４ 本報告書の公表 

 本報告書は，大学等及びその設置者に提供するととも

に，広く社会に公表している。 
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Ⅰ 対象機関の概要 
※ 大学等から提出された自己評価書から転載 

 

１ 機関名：神戸大学 

２ 所在地：兵庫県神戸市 

３ 学部・研究科・附置研究所等の構成 

（学部）文，国際文化，発達科学，法，経済，経営，理，

医，工，農（研究科）文学，総合人間科学，法学，経済

学，経営学，医学系，文化学，自然科学，国際協力 

（附置研究所）経済経営研究所（関連施設）医学部附属

病院，学術情報基盤ｾﾝﾀｰ，ｱｲｿﾄｰﾌﾟ総合ｾﾝﾀｰ，分子ﾌｫﾄｻｲ

ｴﾝｽ研究ｾﾝﾀｰ，共同研究開発ｾﾝﾀｰ，遺伝子実験ｾﾝﾀｰ，ﾊﾞｲ

ｵｼｸﾞﾅﾙ研究ｾﾝﾀｰ，都市安全研究ｾﾝﾀｰ，機器分析ｾﾝﾀｰ，留

学生ｾﾝﾀｰ，大学教育研究ｾﾝﾀｰ，内海域機能教育研究ｾﾝﾀｰ，

ﾍﾞﾝﾁｬｰ・ﾋﾞｼﾞﾈｽ・ﾗﾎﾞﾗﾄﾘｰ，医学部附属医学研究国際交流

ｾﾝﾀｰ 

４ 学生総数及び教職員総数（平成 15 年 5 月 1 日現在） 

（学生総数）：学部 11,994 人，大学院 4,382 人 

（教員総数）：1,315 人（教員以外の職員総数）1,153 人 

５ 特徴 神戸大学は，神戸経済大学，姫路高等学校，

神戸工業専門学校，兵庫師範学校及び兵庫青年師範学校

を前身に，文理，教育，法，経済，経営，工の 6 学部及

び経済経営研究所からなる社会科学系中心の新制大学と

して昭和 24 年に発足した。その後，文理学部の文学部

と理学部への分離（昭和 29 年），兵庫県立神戸医科大学，

兵庫県立兵庫農科大学の国立移管による医学部，農学部

の設置（それぞれ昭和 39 年と昭和 41 年）を経て人文・

人間科学，社会科学，自然科学，生命・医学の学術系列

を整備した総合大学へ発展した。 

 国際交流活動において，社会科学系各学部では，その

百年の歴史を通じて実業界に人材を送り出してきた人脈

を通して新たなネットワーク構築を進め，そして平成４

年には国際協力研究科を設置し国際協力を展開させるた

めの「国際政策学」の構築を目指している。 

一方，我が国の国立大学で最初に設置された（昭和 56

年）自然科学研究科では理工農間の教育研究の交流が進

み，境界領域における国際交流にとっては絶好の基盤が

形成されている。また，医学部においては熱帯医学にお

ける国際交流の実績を有しており，人文科学系学部でも

実績を蓄積している。国際交流を推進する事務運営組織

としては，平成元年に国際主幹，平成 7 年に国際交流課

に改組，平成 5 年に留学生課を設置，平成 15 年に国際

交流推進機構を設置した。 

Ⅱ 目的 
※ 大学等から提出された自己評価書から転載 

 

 神戸が築いてきたハブとしての地盤が沈下している。

そうした状況からの脱却と再生をめざした国際連携を，

大学や国際協力関係機関のみならず産業界とともに展開

することが，神戸大学の果たすべき役割と認識する。 

1 ハブとしての展開 

本学が百年にわたる歴史を通じて獲得，蓄積してきた

教育研究の成果を継承し，アジア・太平洋地域をはじめ

とする諸外国の大学・学術教育研究機関と創造された知

を共有し，本学を中核とするインテリジェント・ポート

を神戸に形成する。 

2 研究者，学生交流の推進 

 概要で述べた特色をもつ総合大学として，その特性を

活かし広い分野の研究者を受け入れ，学際的な研究を展

開する。 

留学生センターの 10 年にわたる実績を基に，留学生

及び同希望者からの多様なニーズに対応し，さらに充実

したサービスを提供する。    

 神戸がその歴史を通して異文化に触れてきた地域性を

活かし，地域社会と一体となった交流を進めていく。 

3 人材の育成 

 国際社会の中でその能力を発揮するとともに，自ら世

界の潮流を生み出せる人材を養成する。  

 「神戸大学教育憲章」に謳っている「国際性の教育」

は，上述した神戸の地域性を活かし，多様な価値観を尊

重し異文化に対する理解力を有し，コミュニケーション

能力に優れた人材の育成を図るものである。そして，こ

のことを同憲章にいう「専門性の教育」とを併せ持たせ

ることを人材育成の根幹とする。 
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Ⅲ 国際的な連携及び交流活動に関する目標 
※大学等から提出された自己評価書から転載 

 

1-1 国際交流推進機構を設置し，各部局で行われている

多様な国際連携・国際協力を統括し，全学的な展開に

繋げる。 

1-2 COE 的プロジェクトを核として，世界へ向けてのイ

ンテリジェント・ポートを形成する。 

1-3 本学が独自に創設した国際交流基金等を活用し，教

官の海外派遣及び海外研究者の受入れ計画を拡充する。 

1-4 本学海外拠点の設置を視野に入れて大学間交流協定

締結校との国際的ネットワークを構築する。 

1-5 コンソーシアム方式による国際的な大学間交流の担  

い手としての役割を果たす。 

1-6 WHO 等の国際的諸機関との連携協力を強化する。 

1-7 アジア・太平洋地域の開発途上国を中心として，そ    

のニーズに応じた教官の海外派遣の増加を図る。 

1-8 兵庫・アジア太平洋大学間交流(HUMAP)における中

核的役割を果たすとともに，加盟大学からの学生，研

究者受入れを促進できる環境を整備する。 
 

2-1 外国人研究者等の受入れ体制を整備する。 

2-2 外国人留学生受入れの増加を図る。 

2-3 国際協力機構（JICA）等との協力の下に開設する集

団及び個別研修コース等によって受け入れる外国  

人受託研修員を増し，また留学生支援無償資金協力事

業等による留学生を受け入れる。 

2-4 外国人留学生に対する各種支援を拡充する。 

2-5 外国人留学生の日本における交流ネットワークを構

築する。 

2-6 本学に関わる帰国留学生のネットワークを構築し，  

アフターケアを兼ねた研究情報の継続的提供を図る  

とともに留学希望者へのガイダンスを行う。 

2-7 地域との連携協力を図りながら，地域と外国人留学  

生との交流に対する支援を促進する。 

 

3-1 本学日本人学生に対する外国語による授業を拡充す

るとともに，外国語運用能力に優れた人材を育成する。 

3-2 本学日本人学生に対し，交流協定を締結している海

外大学及びその他海外教育研究機関への留学や海外イ

ンターンシップを促進・支援する。 

3-3 本学大学院生に対し，国際学会発表支援の制度を充

実する。 

3-4 事務職員が海外の大学の環境や管理運営状況を視察    

し，本学における国際交流に関わる教育研究環境の  

改善に資するため，海外研修制度を促進する。 
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Ⅳ 対象となる活動及び目標の分類整理表 
※大学等から提出された自己評価書から転載 

 

活動の分類 「活動の分類」の概要 対象となる活動 対 応 す る 
目標の番号 

(1)外国人研究者の受入れ（研究
者，研究員，受託研修員） 

1-1,2,7 2-1 

(2)外国人教員，客員研究員等の任用 2-1 

(3)外国人研究者等に対する各種
支援 

1-1,2 2-1 

(4)教職員の派遣(在外研究員，派遣
研究員，国際交流協定による教職
員の派遣等) 

1-2,3,4,5,7 

教職員の受

入れ・派遣 
外国人研究者の招へい，受入れ，外国人受託研修員

の受入れ，外国人教師の任用，在外研究員の派遣等を

実施している。 

(5)その他，「教職員等の受入れ・
派遣」に属する個別活動 

1-1,3 3-3 

(1)海外の大学・機関等との教育交
流活動 

1-1 3-2 

(2)外国人留学生の受入れ 1-1 2-2,6 
(3)外国人留学生の日本語教育，英
語による授業の拡充及び相談指導
の充実 

1-1 2-3,4,7 

(4)地域との連携を意図した外国
人留学生交流支援 

2-5 

(5)学生の海外派遣・留学 3-1,2,3 
(6)外国人留学生の交流ネットワ
ークの構築 

1-1,8 

教育・学生交

流 
双方向の留学交流を質的・量的に促進させながら，

地域とも連携した外国人留学生に対する学習・生活支

援，外国人留学生の組織化，本学学生への留学情報の

提供や国際文化学部をはじめとして全学的な学生の海

外留学の促進等の活動を実施している。 

(7)留学交流促進のために海外に
おける留学フェアの継続的実施 

2-5 

(1)国際シンポジウム，セミナー等
の開催 

1-3 

(2)国際学術組織との交流によるセ
ミナー，ワークショップの開催・参加 

1-3 

国際シンポ

ジウム等の

開催 

本学主催による国際シンポやセミナー等の積極的な

開催，国際学術組織と連携した開催等に加え，学内に

おける特色ある国際シンポ等の継続的開催をしてい

る。 
(3) その他，「国際シンポジウム等
の開催」に属する個別活動 

1-1 

(1)国際共同研究事業(各種団体等) 1-1,2,5,6 
(2)科学研究費補助金による国際
共同研究 

1-1,7 

(3)国際交流協定による国際共同
研究 

1-4,6,7 2-1 

国際共同研

究の実施・参

画 

科研費や JSPS の助成による国際共同研究，医学部

附属医学研究国際交流センターにおける大型共同研究

の実施，大学間交流協定に基づく国際共同研究の実施

等が含まれる。 

(4)その他，「国際共同研究の実
施・参画」に属する個別活動 

1-1,6,7 

(1)国際協力機構(JICA)等との連携 1-1,7 2-3 

(2)開発途上国への国際教育協力  1-1,7 
(3)学生の国際協力活動参加への
支援 

1-7 3-1,2,3 

(4)国際機関等との事業の共同実施 1-1,6,7 

開発途上国

等への国際

協力 

JICA からの要請に基づく教官の長期・短期の派遣並

びに学生の開発途上国における研修を通じた国際協力

活動への参加，WHO 等国際機関と連携した事業の実施

等を促進している。 

(5)その他，「開発途上国等への国
際協力」に属する個別活動 

1-1 

独自基金によ

る活動 

創立九十周年記念事業等の本学独自の基金による教

職員・大学院生の派遣を実施している。 

(1)本学独自の基金による教官等
の海外派遣支援 

1-3 3-3,4 

(1)本学学生のボランティア活動 2-4 外国人留学生

等の生活支援 
ボランティア組織による外国人留学生及び留学生等の家族のため

の生活適応支援を実施している。 (2)外国人留学生等の家族のため
の日本語講座 

1-1 3-4 
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Ⅴ 活動の分類ごとの評価結果 
 

１ 教職員等の受入れ・派遣 
 

実 施 体 制  

実施体制の整備・機能 教職員等の受入れ・派遣は，国際

交流委員会（委員長：副学長）において，基本計画，方針，

重要事項の審議を行い，事務は国際交流課で一元的に行っ

ている。派遣に関わる費用は，国際交流事業促進基金から

支出し国際交流委員会で管理している。平成 15 年度に国

際交流関連事項を統括する国際交流機構（機構長：学長）

を設けて，部局間の連携を調整しリーダーシップを執る体

制を整備した。実務的な処理は国際交流推進室で行う。こ

のように国際交流関連事業の実行のための組織・実施体制

は十分に整備されている。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして優れている。  

活動目標の周知・公表 広報誌「六甲ひろば」に，受入れ・

派遣について掲載するとともに新聞などへの広報活動を

行っている。国際交流に関わる組織を整備し，組織の活動

を通じて情報が周知される仕組みを形成している。活動の

受け手，学外者への広報活動として，英文概覧の発行及び

それを簡約化したリーフレットを中国語，ハングルで作製

している。広報誌「六甲ひろば」の記載は教職員の受入れ・

派遣事業の周知・公表の観点からは十分ではない面もある。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  

改善システムの整備・機能 国際交流についての理念を制

定し，改善の方向性が明確になるような体制を整え，国際

交流・連携や，全学レベルでの国際交流に関するアンケー

ト調査を実施している。国際交流推進機構を上部組織とし，

部局の国際交流委員会を下部組織とする体制を構築し，国

際交流に関する情報がこの体制に集約され，それを基に改

善が行われる。また，この機構の設置により，当該活動の

分類における迅速な意思決定が行われる。広報誌などに，

活動の受け手の意見を掲載し，それを基にした改善も行っ

ている。上記の改善活動の結果例として，外国人研究者の

ための住宅を市住宅供給公社から確保した例や米国ワシ

ントン大学にリエゾンオフィスを開設した例がある。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして優れている。  
 

活動の内容及び方法 

活動計画・内容 当該大学における国際交流についての理

念の中に，人材の交流による知的貢献を挙げて，体制の整

備を行い，受入れ・派遣数の増加を図っている。医学部で

は，国際協力機構（JICA）による拠点大学からの受入計

画を有している。この計画により複数の部局で，外国人教

員・客員研究員の任用を行っている。21 世紀 COE プロ

ジェクトによる受入れ・派遣を行っている。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして優れている。  

活動の方法 受入れ・派遣の地域性の相違や，教育中心か

研究中心か，期間の長短などを国際交流推進機構において

判断し，学長裁量経費，学内基金，JICA 等のファンドに

よる受入れ・派遣を行い，海外拠点の設置を準備中であり，

大学コンソーシアムへ参加している。兵庫地域の大学とア

ジア・太平洋地域の大学間の交流枠組みに関する協定

（HUMAP）への支援を行うとともに，地域社会への連携

を深め，当該大学近隣に優先的に使用できる外国大学関連

施設を確保し，宿泊，シンポジウム等で利用している。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして優れている。  
 

活動の実績及び効果 

活動の実績 研究者の受入れ数は，200 人台後半で推移し，

派遣数は 1,400 人程度でそれぞれ推移しているが，特にア

ジア地域との交流の増加が見られる。JICA による受託研

究員の受入れ数は毎年 40 名強である。また，拠点大学方

式による受入れと派遣は，それぞれ毎年 80 名，15 名程度

であり，平成 13 年度に基礎的活動を終了し，収集した資

料等の分析，検証作業が主となる。外国人教員・客員研究

員の任用数は，毎年 40～50 名程度である。その他，コン

ソーシアム方式による受入れ・派遣，国際交流担当職員長

期研修プログラムによる派遣などを行っている。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして優れている。  

活動の効果 諸種の交流活動を実施し，連携活動などの効

果や大きな成果を上げ，地域社会や日本のニーズに応える

ことにより，外国大学との創造された知の共有に貢献し，

国際性の教育の発展に寄与しているが，その満足度の評価

はこれからである。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  
 

２ 教育・学生交流 
 

実 施 体 制 

実施体制の整備・機能 留学生受入れ，日本人学生の派遣

に関しては，国際交流推進機構の下に，国際交流委員会，

留学生委員会，留学生センター，留学生課，各部局の教授

会，関係委員会など対応する組織が整備されている。国際

交流委員会では，留学生交流に関わる基本理念やその他の

重要事項を審議し，留学生委員会は実施に関わる実務的な

事項を審議する。留学生センターを百年記念館内に移転し

留学生の利便性を高めるとともに日本人学生に対する交

流意識の涵養に寄与している。留学生への情報提供のため

に，留学生センターに情報資料室とメディア室を設置して

おり，利用者はそれぞれ年間延べ 2,400 人，14,000 人で

ある。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして優れている。  
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活動目標の周知・公表 活動の担当者へは各種委員会，ホ

ームページなどで，活動の受け手へはホームページ，人的

ネットワーク及び文書で行っている。留学生センター長が，

国際交流委員会副委員長及び留学生委員会委員長として，

それぞれの委員会において各部局の代表委員に活動目標

の周知を行っているが，活動目標の周知度についての確認

は十分とはいえない。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。 

改善システムの整備・機能 「留学生の研究と生活」のア

ンケート調査を行い改善に結び付けているほか，日本語教

育について受入れ教員から意見収集を行っている。アンケ

ート調査の結果を関連委員会を通じて公表し全学的なコ

ンセンサスを得るのに役立てている。ワーキンググループ

委員会を設置して留学生の事故などに対応する体制の改

善に努めている。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして優れている。  
 

活動の内容及び方法 

活動計画・内容 HUMAP による交流計画などの活動が

計画・実施されている。国際文化学部では，交換留学生を

対象に英語による授業の開始を計画している。兵庫県国際

交流協会主催の大学洋上セミナーに日本人学生が毎回参

加している。単に学内組織に留まらず学外組織などを含め

た多様性を持ち，阪神淡路大震災の影響を加味し目標値を

定めた留学生受入計画を策定し目標の達成に努めている。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして優れている。  

活動の方法 アンケート調査などにより留学生の活動対

象からのニーズを把握し，留学生委員会，国際交流委員会

等を通じて全学的にフィードバックし活動に反映させて

いる。活動の目標を達成するために，優れたホームページ

を作製し，留学生のための宿舎の整備を行っている。留学

生の修学支援及び日本人学生のとの交流支援のために準

公的資金の導入に努め，震災復興基金（総額 25 万円），

コープともしびボランティア振興財団（同 17.2 万円），兵

庫国際交流協会（同 5.5 万円），日本財団（同 126 万円）

等の外部資金を導入している。留学生センターを 100 年

記念館の中に移設したことは，大学として目標を達成しよ

うとする意志が強く反映されている。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして優れている。  
 

活動の実績及び効果 

活動の実績 留学生受入れの暫定的目標である 800 名を

達成し，次の目標である 1,050 名を目指している。年次変

化的には平成 10 年度の 526 名から 15 年度の 868 名に増

加している。歴史のある留学生後援会が学内に設立されて

おり，貸付け事業を中心に生活支援を行っている。協定校

への派遣留学生数についても過去 5 年間で増加している。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして優れている。  

活動の効果 留学生受入れに対する様々な施策により，留

学生の大学生活満足度も高い。また，海外留学フェアの開

催により再留学の派遣学生が多い。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして優れている。  
 

３ 国際シンポジウム等の開催 
 

実 施 体 制 

実施体制の整備・機能 国際シンポジウム等を開催するハ

ード面の充実を図るために，神大会館六甲ホールを建設す

るなど，国際シンポジウムの開催支援を含む国際交流助成

の体制整備を行っている。また，国連大学などの国際機関

と連携してシンポジウムを開催する体制も整備している。

当該大学が開催する国際シンポジウムなどの状況や情報

を国際交流推進室で把握する体制が整備されている。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして優れている。  

活動目標の周知・公表 国際交流推進機構の役割であり，

ポスター，チラシ，案内書，インターネット等により，広

く伝達を行っている。周知・公表の結果は，国際交流推進

室に集約されているが，目標の学内や学外の担当者への理

解度の把握は今後の課題となっている。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  

改善システムの整備・機能 国際交流に関わる助成の方針

を見直し，当該大学全体又は学外との連携による開催を優

先的に扱うようにし開催の成果を出来るだけ広く波及さ

せている。シンポジウムの開催後に実施報告書やレビュー

の提出を求めて，問題点の把握やその後の開催に当たって

の企画に生かしている。問題点などについての情報を集約

し，以後の活動に反映させるための国際交流推進室などの

整備を行っている。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして優れている。  
 

活動の内容及び方法 

活動計画・内容 国や地方公共団体や民間財団等の支援・

協力の下に開催する国際会議等を計画・実施している。活

動の分類「国際共同研究の実施･参画」に関連して開催す

る国際シンポジウム等も計画的に実施している。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  

活動の方法 シンポジウムやセミナーなどの開催のため

に，六甲ホールや瀧川記念学術交流会館を利用している。

国際的な人材育成のために，国連大学の行事に協力してい

る。当該大学の主要な研究活動分野である経済，経営，金

融の研究に関係するセミナーを長期にわたって開催して

いる。異文化の読解と国際関係というテーマで国際シンポ

ジウムを毎年開催している。国際シンポジウムに対して，

平成 11 年度 4 件 3,000 千円，12 年度 6 件 3,900 千円，

13 年度 4 件 4,900 千円，14 年度 4 件 2,600 千円，15 年

度 1 件 600 千円の助成が「創立九十周年記念事業」より

行われている。日本国際教育協会や日本学術振興会などの

外部資金や寄付金による学内基金なども利用している。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして優れている。  
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活動の実績及び効果 

活動の実績 外部資金を利用した大学独自の国際シンポ

ジウムやセミナーを瀧川記念交流会館や六甲ホールで開

催している。その件数は過去 5 年間で毎年平均約 20 件で

ある。戦前から継続する商業研究所講演会（現在は経済経

営研究所セミナー）を開催している。異文化の理解と国際

関係というテーマで過去 10 年継続して国際シンポジウム

を開催している。創立百周年記念事業として，日本国際教

育協会の資金を利用し「これからの日本－世界の日本学の

視点から」を開催し，その記録を刊行している。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして優れている。  

活動の効果 積極的な国際シンポジウムやセミナーの開

催により，開催数の増加が図られ，また，知の国際交流，

情報発信の拠点化を促している。国際シンポジウム開催の

ノウハウが事務組織に蓄積されている。当該大学及び地域

住民を含めて異文化への理解が深められている。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして優れている。  
 

４ 国際共同研究の実施・参画 
 

実 施 体 制 

実施体制の整備・機能 国際共同研究についても，国際交

流推進機構の下に実施体制や調整機能が置かれている。国

際交流推進機構の発足前は，医学部に置かれている附属医

学研究国際交流センターがその機能の一部を担っていた。

国際交流推進機構は 21世紀COEプログラムについても，

一部の機能を受け持っている。実務的な全学的実施・支援

組織として，国際交流推進室に置かれた国際交流企画プロ

ジェクト班及び国際交流企画プロジェクト班がある。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして優れている。  

活動目標の周知・公表 国際共同研究において活動目標は

個々の活動内部において周知・公表に努めている。共同研

究の目標・趣旨を個人の研究者がどのように位置づけてい

るかについて国際交流推進室において評価している。優れ

た論文を発表して目標・趣旨の伝達を行っているが，活動

の目標の受け手への周知度の把握については十分とはい

えない。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  

改善システムの整備・機能 国際交流推進室で全般を整

理・統括し，当面の作業として既締結の交流協定の全面的

な見直しを行っている。改善のための情報収集は国際交流

課で行い，改善は国際交流推進室内に設けられた国際研究

協力プロジェクト班で行っている。当該大学が主体となっ

て実施する国際共同研究を各部局へ横断的に展開するこ

とで改善を行っている。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  
 

活動の内容及び方法 

活動計画・内容 国際共同研究を以下の 5 つの小分類に

分類している。 
①国際共同研究事業 

  ②政府間協定に基づく国際共同研究 
  ③科学研究費補助金による国際共同研究 
  ④国際交流協定に基づく国際共同研究 
  ⑤その他 

国際共同研究の延べ件数は過去 5 年間で，当初 3 年間

は増加しているが，最近 2 年間は減少傾向にあり，平均

で毎年約 120 件である。小分類①では，医学部附属医学

研究国際交流センターにおける学術振興会の大型共同研

究（熱帯地域における感染症など）の比率が高いが，実行

可能性等を踏まえ明確に策定された研究が採択されてい

るためである。目標の一つである「インテリジェントポー

ト」の形成に関わるプロジェクトの件数は過去 5 年で総

数 45 件である。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして優れている。  

活動の方法 国際共同研究の資金は日本学術振興会科学

研究費補助金に依存している。共同研究の中には異分野が

共同して行う研究もある。個々の共同研究は「インテリジ

ェントポート形成」の達成に有効な成果を挙げている。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  
 

活動の実績及び効果 

活動の実績 目的に掲げた「ハブとしての展開」に沿った

大型研究を 7 件以上実施している。目標「インテリジェ

ントポートの形成」及び「国際的ネットワークの構築」に

関わる研究を 33 件，目標「コンソーシアムの担い手」に

関するもの大型 4 件，その他 7 件，目標「国際機関との

連携協力」に関わるもの大型 3 件，その他 20 件，目標「途

上国への派遣」に関わるもの大型 5 件，その他多数の研

究を実施している。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして優れている。  

活動の効果 国際共同研究の遂行により，東南アジアにお

いて研究コンソーシアムが形成された。5 ヶ国共同開催の

ビジネススクールにおける共同研究では，「神戸モジュー

ル」が形成された。また，台湾大地震への対応，トルコ北

西部大地震の調査等の研究成果を踏まえた地震対策研究

がテヘランで進行中であり，また国際レスキューシステム

研究機構研究所が当該大学の教員を会長として発足して

いる。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして優れている。  
 

５ 開発途上国等への国際協力 
 

実 施 体 制 

実施体制の整備・機能 JICA との協力事業は長期の実績
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が有り事務局及び当該部局の実施体制は整備されている。

医学部の国際協力は一般特設コースを開設するなど支援

体制も整備されている。国際協力研究科による「ラオス国

立大学経済経営学部支援及びラオス日本人人材開発セン

タープロジェクト」を独自の体制の下に実施している。短

期，長期の専門家派遣による協力では，派遣のための手続

き等に対する事務支援体制も確立している。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして優れている。  

活動目標の周知・公表 関係者へはプロジェクトリーダや

コースリーダーにより伝達している。開発途上国の相手方

に対しては，JICA，日本国際協力銀行（JBIC）等を通じ

て活動の意図や目標を通知するシステムが構築され，技術

協力案件では大学の派遣専門家による報告書が公表され

ている。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして優れている。  

改善システムの整備・機能 過去の経験を初めて実施に当

たる部局などが取り込めるよう国際交流推進室が機能し

ている。JICA プログラムでは，レビューミーティングを

行い，問題点の洗い出しと情報収集を行っている。改善を

要する事項は，各部局の国際交流委員から国際交流委員会

に提起され，解決を要する事項については国際交流推進室

の国際研究協力プロジェクト班において検討を行ってお

り，個々の活動を全学的目標達成にリンクさせようとする

意識も高い。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして優れている。  
 

活動の内容及び方法 

活動計画・内容 JICA プログラムの継続的な実施，人材

派遣や養成によるラオス国立大学経済経営学部への支援，

国際開発高等教育機構（FASID），国際厚生事業団

（JICWELS）等の研修プログラム等を国際貢献を図るこ

とを意図して実施している。JICA 等の事業では相手側の

ニーズを把握し，当該大学側の人的，物的リソースを考慮

した実現可能性の高い計画を策定し，活動の目標との整合

性も高く，活動計画・内容の説明が具体的になされている。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして優れている。  

活動の方法 開発途上国への支援事業として，留学生の受

入れ，各種プロジェクト事業への協力としての教員の派遣

を行い,また国内では JBIC，世界保健機構（WHO），世界

銀行などとの連携活動を行っている。当初 JICA の個別専

門家派遣事業にすぎなかった国立ラオス大学への支援事

業を大学として支援体制を整えてプロジェクト方式事業

へ転換するなどしている。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして優れている。  
 

活動の実績及び効果 

活動の実績 開発途上国への支援事業として，外国人研修

員や留学生の受入れ，各種プロジェクト事業への協力とし

ての教員の派遣を行っている。外務省留学生支援無償事業

での受入れは，平成 12 年度 4 名，13 年度 10 名，14 年度

22 名と急増している。教員の開発途上国への派遣は，毎

年 15 名前後で推移している。JBIC による留学生支援事

業受入れ数は，平成 10～13 年度までは，毎年１件程度で

あったが，14 年度には 11 件と急増している。JICA の個

別事業であった国立ラオス大学への支援事業をプロジェ

クト方式事業へ転換し，教員の長期・短期派遣（年平均

15 名），留学生受入れ，学部管理運営研修などを行ってい

る。JICA プログラムの継続的な実施，人材派遣や養成に

よるラオス国立大学の支援，FASID，JICWELS 等の研

修プログラム等を，国際貢献を図ることを意図して実施し

ている。JICA 等の事業では相手側のニーズを把握し，集

団 4 コース，一般特設 1 コース，個別 1 コースから研修

員を合計 205 名受け入れているが，特に医学系研究科で

は国際特別コースを開設し，アジア諸国における医科学者，

教育者の養成を実施している。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして優れている。  

活動の効果 国立ラオス大学経済・経営学部支援事業では，

当該大学の支援の結果として経済，経営部門として学士号

を授与できる高等教育機関として認められた。JICA プロ

ジェクトでは，現地における中間報告で第 3 者による高

い評価を得ており，その評価が新たな協力要請を受ける結

果に繋がった。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして優れている。  
 

６ 独自基金による活動 
 

実 施 体 制 

実施体制の整備・機能 創立九十周年記念事業として，国

際交流・地域交流への助成基金（年間 1,400 万円）が設立

され，百周年記念事業に引き継がれた。基金は国際交流事

業促進基金として運営され，国際交流推進機構及び国際交

流推進室が管理・運用している。百周年記念事業検討委員

会は基金に関する企画を行い，教職員等の受入れ・派遣等

の目標達成に貢献している。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして優れている。  

活動目標の周知・公表 当該活動は歴史がありよく知られ

ており，ホームページにも掲載されている。活動の受け手

は当該事業への応募者であり，計画作成段階での打ちあわ

せにおいて目標・主旨は伝達されている。海外関係者への

活動目標の周知・公表は，海外からの参加者を通じ趣意書

や報告書の配信を行っているが，活動目標を受け手へ理解

させることは十分とはいえない。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  

改善システムの整備・機能 各事業の実績は報告書などの

形で情報交換を行い，報告書により百周年記念事業委員会

は改善点について検討し，改善方法の提示を行っている。

職員の研修において論文やプロシーディングスのような

刊行物が無いときは，報告記事を「六甲ひろば」や「図書

館報」に掲載している。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして相応である。  
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活動の内容及び方法 

活動計画・内容 校費や科学研究費補助金で執行困難な事

業や活動に対する助成を行っている。申請された計画書に

基づいて，まず部局で実行可能性について検討し，ついで

百周年記念事業委員会で目標達成の可否について審議し

ている。各事業の目的，内容について学内にコンセンサス

が形成されており，実行可能性，目標との整合性が十分検

討されている。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして優れている。  

活動の方法 職員の研修と図書館職員の海外調査には一

定の人数枠を設けており，今年から学生の海外インターン

シップの助成を開始し，応募者 19 名から 2 名を選定し，

米国へ派遣している。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして優れている。  
 

活動の実績及び効果 

活動の実績 過去 5 年間に，学術集会 40 件，職員派遣 5
件，国際共同研究など 19 件，海外調査 8 件，学生の国際

交流 7 件，合計 79 件の助成を行い，年次変化については，

毎年 15～21 件でである。活動件数や内容について十分な

実績であると判断した。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして優れている。  

活動の効果 費目の使途に制約されないため幅広い活動

を実施し，この基金による助成で開催された農学部の連続

シンポジウムでは海外からの招へい者との連携の契機と

なり大学間協定締結に進展した。海外研修に派遣された職

員の満足度も高い。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして優れている。  
 

７ 外国人留学生等の生活支援 
 

実 施 体 制 

実施体制の整備・機能 留学生の生活支援などを目的とす

る学生ボランティアサークルを大学の公認団体として扱

い助成している。留学生及び研究者の家族への支援，交流

活動を目的とする地域ボランティア団体も学内組織とし

て公認し当該大学との連携を図っている。留学生及び研究

者の家族を対象にして，学生や地域住民を主体とする支援

活動に当該大学として関与する姿勢が明確に示されてお

り，そのための国際交流活動，国際貢献活動をより効果あ

るものとするために学内組織や体制の恒常的な改革の努

力が払われている。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして優れている。  

活動目標の周知・公表 活動目標の周知・公表はホームペ

ージ，メール，ポスター，チラシ等で行っている。地域社

会ボランティア会員に対しては，留学生センターの相談指

導部門・留学生交流推進部門の専任教員の総会，定例会へ

の参加などを通じても行っている。学生ボランティアサー

クルでは委員会議事録などをメール配布でしている。地域

社会ボランティアでも活動報告及び総会議事録のメール

配布を行っている。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして優れている。  

改善システムの整備・機能 日常的な活動を通じて情報を

収集する他，留学生センターによるアンケート調査を実施

し改善を行っている。学生ボランティアサークルでは，国

費留学生のみを支援対象としていたが，部局からの要請に

より私費留学生や短期交換留学生も支援するよう改善し

た。留学生からの要望により，地域ボランティアでは，日

本語講座開講中のベビーシッターサービスを行っている。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして優れている。  
 

活動の内容及び方法 

活動計画・内容 学生ボランティアサークルでは留学生の

渡日時期に合わせて受入れ支援活動を行っている。各部門

が立案した活動計画を全体的に検討し，年間活動計画を立

案している。地域ボランティアでは日本語講座，日本事

情・文化講座，交流活動を行っているが，各プログラムコ

ーディネーターが中心となり立案した活動計画を全体的

に検討し年間計画を立案している。留学生及び外国人研究

者及びその家族が事故などに遭遇した際にも，地域ボラン

ティア団体が協力し支援にあたるなど，実施可能と考えら

れる内容を網羅した活動を行っている。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして優れている。  

活動の方法 「ともに考え行動する」を基本とし無理のな

い活動を行っている。活動は，留学生センター内の施設を

利用し相談指導部門の専任教員の指導の下に，新規渡日留

学生に対する受入れ支援の活動等及び地域住民の支援を

受けて外国人研究者や留学生に対する支援活動である「日

本語講座」や「ココロカフェ」の開設などを行っている。

環境的資源を有効に利用し，効率的に行っていて，バザー

等の資金獲得も行いながら，相互に過度の経済的負担とな

らないよう留意している。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして優れている。  
 

活動の実績及び効果 

活動の実績 学生ボランティアサークル，地域ボランティ

ア団体共に生活支援活動を恒常的に実施している。学生ボ

ランティアサークルは学務部主催のボランティア講座に

講師派遣と実習指導を行っている。地域ボランティア団体

は交流実績が認められて，女性奨励賞を受賞している。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして優れている。  

活動の効果 活動を通じて，受け手の留学生，外国人研究

者の家族と相互理解と異文化理解を深めている。活動の実

施担当者及び受け手の満足度の高さもアンケート結果か

らうかがえる。全国の大学の国際交流団体が参加する研修

合宿等も実施している。 
以上から，この観点の状況は目標に照らして優れている。  
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Ⅵ 評価項目ごとの評価結果 
 

神戸大学の「国際的な連携及び交流活動」について，

当該大学の目的及び目標に照らして行った活動の分類

（教職員の受入れ・派遣，教育・学生交流，国際シンポ

ジウム等の開催，国際共同研究の実施・参画，開発途上

国等への国際協力，独自基金による活動，外国人留学生

等の生活支援）ごとの評価結果を，評価項目単位で整理

し，以下のとおり，評価項目ごとの評価を行った。 

 

１ 実施体制 

 

評価は，実施体制の整備・機能，活動目標の周知・公

表，改善システムの整備・機能の各観点に基づいて，目

的及び目標の達成に貢献するものとなっているかについ

て行った。 

 

◇目的及び目標の達成への貢献の状況 
 実施体制の整備・機能の観点では，活動の分類「教職

員等の受入れ派遣」に関して，事業実行の組織・実施体

制の十分な整備等，「教育・学生交流」に関して，対応す

る組織の十分な整備等，「国際シンポジウム等の開催」に

関して，国際交流推進室による状況把握体制の整備等，

「国際共同研究の実施・参画」に関して，国際交流推進

機構設置による実施体制の整備等，「開発途上国等への国

際協力」に関して，各種実施体制の整備等，「独自基金に

よる活動」に関して，管理・運用体制の整備等，「外国人

留学生等の生活支援」に関して，地域社会との協力体制

等を「優れている」と判断した。 

 活動目標の周知・公表の観点では，活動の分類「開発

途上国等への国際協力」に関して，活動目標通知体制の

構築等，「外国人留学生等の生活支援」に関して，地域社

会への周知等を「優れている」と判断した。その他の活

動の分類に関しては「相応である」と判断した。 

 改善システムの整備・機能の観点では，活動の分類「教

職員の受入れ・派遣」に関して，国際交流推進機構によ

る改善システムの十分な機能等，「教育・学生交流」に関

して，情報収集・改善体制の整備等，「国際シンポジウム

等の開催」に関して，国際交流推進室の整備等，「開発途

上国等への国際協力」に関して，国際交流推進室の整備

等，「外国人留学生等の生活支援」に関して，情報収集・

改善システムの十分な機能等を「優れている」と判断し

た。その他の活動の分類に関しては「相応である」と判

断した。 

 

 これらの評価結果から，半数以上が「優れている」と

判断され，特に大きな問題点等は見出されなかったので，

総合的に判断し，以下の水準とした。 

 

貢献の程度（水準） 

目的及び目標の達成におおむね貢献している。 

 

◇特に優れた点及び改善を要する点等 

 

当該大学においては，国際的な連携及び交流活動に対

する大学としての明確なポリシーがうかがわれ，それが

国際交流推進機構を頂点とする全学的な組織構成に反映

されている。そして国際交流推進室（副学長担当）や全

学国際交流委員会等の組織体制が当該大学の多方面にわ

たる国際交流活動を有機的に関連づけることに成功して

おり，大学の置かれた地政学的環境と相まって国際交流

活動が大学の特徴の一つを形成していることは，特に優

れている。 

JICA，JBIC などの人材育成，技術協力プログラムに

おいても，大学全体で取り組む体制の整備が見られ，そ

のことがプログラムの継続性，発展性に繋がっており特

に優れている。 

 

 ２ 活動の内容及び方法 

 

評価は，活動計画・内容，活動の方法の各観点に基づ

いて，目的及び目標の達成に貢献するものとなっている

かについて行った。 

 

◇目的及び目標の達成への貢献の状況 

 活動計画・内容の観点では，活動の分類「教職員の受

入れ・派遣」に関して，明確な計画の策定等，「教育・学

生交流」に関して，目標値を定めた計画の策定等，「国際

共同研究の実施・参画」に関して，実行可能性を踏まえ

明確に策定された研究の採択等，「開発途上国等への国際
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協力」に関して，目標との整合性の高い計画の策定等，

「独自基金による活動」に関して，実行可能性や目標と

の整合性の十分な検討等，「外国人留学生等の生活支援」

に関して，実施可能な内容を網羅した活動の実施等を「優

れている」と判断した。その他の活動の分類に関しては

「相応である」と判断した。 

 活動の方法の観点では，活動の分類「教職員の受入れ・

派遣」に関して，各種外部資金の活用等，「教育・学生交

流」に関して，目標達成への当該大学の強い意志，「国際

シンポジウム等の開催」に関して，創立九十周年記念事

業による助成等，「開発途上国等への国際協力」に関して，

国立ラオス大学への支援事業等，「独自基金による活動」

に関して，職員の海外派遣等，「外国人留学生等の生活支

援」に関して，環境的資源の有効利用等を「優れている」

と判断した。その他の活動の分類に関しては「相応であ

る」と判断した。 

 

これらの評価結果から，全般的に「優れている」と判

断され，特に大きな問題点等は見出されなかったので総

合的に判断し，以下の水準とした。 

 

貢献の程度（水準） 

目的及び目標の達成に十分に貢献している。 

 

◇特に優れた点及び改善を要する点等 

当該大学における活動の内容及び方法は，目標に挙げ

た「人材の交流による知的国際貢献」，「知の共有と国際

貢献」，「神戸から世界へ、世界から神戸へ」等の理念実

現及び「インテリジェント・ポートの形成」「ハブとして

の展開」等の基盤整備に向けて，全ての活動方法，活動

内容が整合するように意識されており特に優れている。 

 

３ 活動の実績及び効果 

 
評価は，活動の実績，活動の効果の各観点に基づいて，

目的及び目標で意図した実績や効果がどの程度挙がった

かについて行った。 

 
◇目的及び目標で意図した実績や効果の状況 
 活動の実績の観点では，活動の分類「教職員等の受入

れ・派遣」に関して，アジア地域との交流の増加等，「教

育・学生交流」に関して，目標達成に対する年次変化の

適切性，「国際シンポジウム等の開催・参加」に関して，

当該大学独自の国際シンポジウム等の開催実績等，「国際

共同研究の実施・参画」に関して，目標に即した多数の

研究の実施等，「開発途上国等への国際協力」に関して，

アジア諸国における医科学者，教育者の養成等，「独自基

金による活動」に関して，十分な活動実績等，「外国人留

学生等の生活支援」に関して，地域団体との活動実績等

を「優れている」と判断した。 

 活動の効果の観点では，活動の分類「教育・学生交流」

に関して，留学生の満足度の高さ等，「国際シンポジウム

等の開催」に関して，地域住民を含む異文化理解の深化

等，「国際共同研究の実施・参画」に関して，東南アジア

における研究コンソーシアムの形成等，「開発途上国等へ

の国際協力」に関し，JICA プロジェクトへの高い評価

等，「独自基金による活動」に関して，幅広い活動の実施

による効果等，「外国人留学生等の生活支援」に関して，

満足度の高さ等を「優れている」と判断した。その他の

活動の分類に関しては「相応である」と判断した。 

 

これらの評価結果から，全般的に「優れている」と判

断され，特に大きな問題点等は見出されなかったので，

総合的に判断し，以下の水準とした。 

 

実績や効果の程度（水準） 

目的及び目標で意図した活動の実績や効果が十分に

挙がっている。 

 

◇特に優れた点及び改善を要する点等 

当該大学における活動の実績と効果は，国際交流活動

のために積極的に科学研究費補助金，JICA，JBIC，世

界銀行などの外部資金及び「神戸大学国際交流事業促進

基金」の内部資金を利用した多くの活動の実績があり特

に優れている。さらに，後者の資金による国際学術集会

への助成，国際協同研究への支援，海外調査，学生のイ

ンターンシップ助成，事務官の海外研修派遣等の特色あ

る独自の国際交流活動を展開しており特に優れている。 

 ラオス国立大学経済経営学部支援事業では，当初個別

専門家派遣事業に止まっていたのを，大学として支援体

制を整備することにより，「プロジェクト方式技術協力事

業」として認定され，ラオス高等教育向上の効果を挙げ

たことは特に優れている。 
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◇ 特記事項 
※ 大学等から提出された自己評価書から転載 

 

（1）本学では，平成 15 年 10 月に国際コミュニケー

ションセンターを全学的な組織として設置し，異文化

への理解や国際的なコミュニケーション能力に優れた

人材の育成に大学を挙げて取り組む方針である。 

また，同センターが今後果たす大きな役割の一つは，

本学学生の海外派遣の支援・強化である。留学生の受

入れについては，政府の留学生受入れ 10 万人計画が

ごく近い将来達成される見込みであるが，この受入れ

状況に対し，課題の一つといわれている学生の海外派

遣についても，本学では，交流協定校を基盤に積極的

な展開を図る考えであり，特に平成 16 年度以降，国

際交流事業促進基金の一部を優秀で勉学の意欲のある

学生の海外派遣のため充当することを決定している。 

 

（2）本学では，ワシントン大学（ワシントン州）に

リエゾンオフィスを開設するべく準備を進めて来た。

同大学とは，昭和 55 年度に本学工学部が交流協定を

締結して以来交流が始まり，平成 8 年度には全学レベ

ルの交流協定になった。そうした実績を発展させ，教

育研究のアメリカにおける拠点を形成しようとするも

のである。今年度中に契約に至る予定である。 

 

（3）ICMR では，拠点大学方式事業等による活動の

成果・基盤を上に，神戸の国際的な地域性等を勘案し，

国際診療部と統合した ICMRT（T は Treatment の T）

を新たに設置し，地域への貢献や神戸市の医療産業都

市構想に関連しての創薬分野での貢献を視野に入れた

国際的連携をさらに強化しようとしている。 

 

（4）国際連携に関わる将来構想の一つとして，大学

院文学研究科では，国際交流や国際連携を視野におい

た日本文化・文明研究の発信を目指し，本学の留学生

センターと協力しつつこの分野の専門職業人を育成す

る「日本文化・日本語教育講座（仮称）」を新設するこ

とを中期目標として掲げている。また，平成 14 年度

大学改革推進等経費（文部科学省）により，歴史文化

に基礎をおいた地域社会形成のための自治体等との連

携事業を進めてきたが，この事業においても国際都市

としての神戸の歴史文化に基づくいくつかの調査プロ

ジェクトをたちあげ，国際的視野のもとに事業を推進

しているところである。 

 

（5）平成 15 年度，全学的な国際交流・連携促進のた

めの組織として，国際交流推進機構を立ち上げたが，

さらに，教官の国際交流・連携活動に対する迅速な支

援，学内の国際交流・連携活動に係わる情報収集機能

の強化のため，平成 16 年度以降，現在，別々の部に

置かれている国際交流課と留学生課を国際部（仮称）

の下にまとめ一元化し，国際交流推進機構における事

務的支援機能を一層強化する予定である。 


